
｢元の体に戻りたい｣｢薬害だと思っている｣ “新型コロナワクチン後遺症”に悩む患者た

ち 救済されずかさむ医療負担【“ワクチン後遺症”を考える シリーズ 14】 
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「これだけ寝たきりの状態

なのに」 

▼CBC では新型コロナワク

チンの副反応問題などにつ

いて、2021 年から取材を進

めてきました。これまで放

送した内容を複数回に分け

て振り返ります。この記事

は、2025 年に放送したもの

です。 

 

2025 年 7 月末、大阪府庁を訪れていた人々。 

（大石邦彦アンカーマン） 

「障害年金の不支給決定

処分が出されたと。この

通知を受け取ったとき、

どう思った？」 

（ワクチン後遺症を訴え

る 50 代女性） 

「おかしいな、これだけ

寝たきりの状態なのに。

認められないのはおかし

いな」 

 

関西に住む 50 代のこの女性は、CBC テレビがワクチンの副反応問題に注目した当初から

取材していました。 

（ワクチン後遺症を訴える 

50 代女性） 

「家で寝たきりで動けなく

て、ご飯も作れない、洗濯も

できない。トイレまで這って

行っていた」 

ワクチン接種後、ひどい目ま

いや倦怠感に悩まされ、イン

タビューにも寝た状態でこた

えていた女性。高校教諭でし

たが、休職せざるを得ませんでした。 



救済制度の申請には 1通 3000 円～1万円もかかる診断書が多数必要 

その後、症状は少しだけ良くなりましたが、国の制度に悩まされることに。 

（大石）「これで 1医療機関分？」 

（女性）「カルテと受診証明書と病院の証明書」 

予防接種の健康被害について、医療費の支給を受けられる国の救済制度。しかし申請に

は、1通 3000 円から 1万円もかかる診断書が必要で、それを集める手間も費用も大きな

負担です。 

（女性） 

「本当は 40 軒くらい行っていますが、出すのにお金がかかるし、集めに行く労力がない

ので、たくさん行った病院でお金を使ったところだけで 24 軒（集めた） 

 

「主治医のカルテが信用できない」と書かれていた 

結果が出るまでに 1年半。しかし認定は、症状の中で｢めまい｣だけ。どうしても仕事に戻

りたかった女性は、保険のきかない様々な治療や薬も試しましたが、その分は申請の対象

にもなりません。 

慢性的な倦怠感などが残ったため障害年金も申請しましたが、それは否認。こうした救済

制度について異議を訴えるため、府庁を訪れたのです。 

（大石）「否認された理由は書いてあ

った？」 

（女性）「症状が固定していないこと

と、主治医のカルテがあまり信用で

きないと書かれていた」 

 

女性の場合、地元の自治体では「認

定に値する」とされていました。し

かし国は、女性が何とか歩けるよう

になり、症状は固定していないとして認めませんでした。 

（女性）「ほとんど寝たきりで家から出られなかった」 

（大石）「マンションの 1 階まで降りて周囲を歩ける。そういうときもあった？」 



（女性）「たまに調子のいいときは、少し外に出て散歩しなさいと主治医から言われてい

たので、部屋を壁をつたいながら、車いすに乗りながら、杖をつきながらはありました」 

 
4 人は国の健康被害救済制度に関する不服申し立てを行うために、大阪府に行きました。 

症状は今も続いているとして、大阪府に対して意見陳述を行った女性。結論までに長い時

間がかかり、認められないケースも多い新型コロナワクチンの救済制度。 

 
「多い人は 7000 枚、8000 枚」の書類を提出 

審査はどう行われているのか、現場を取材すると。 

（大石）「こちらはどんな課？」 

（名古屋市役所 健康福祉局 健康部・山田悠貴担当課長） 

「感染症対策課という課です。健康被害があった方の申請いただき、書類を確認させてい

ただいているところ」 

昨年度までに、約 200 件の申請が寄せられている名古屋市の担当課では、患者から送られ

てきた山積みの書類が。 



 

（大石）「分厚い束になっているものもあるが、1 人でもすごい量だと患者さんから聞い

たが、どのくらいになる？」 

（山田課長）「人によってかなり違いますが、こちらは段ボール 1箱で 1人分になりま

す。多い方だと 7000 枚、8000 枚という方もいらっしゃいますので、負担があると思って

います」 

大量の書類。カルテや診断書の発行には、かなりの費用がかかりますが、名古屋市や愛知

県では、その補助制度も設けています。 

 
市が｢認定すべき」と判断 しかし…国が覆すことも 

大石）「2021 年の 7月から、この方の摂取後の経過を書いているが、ご自身がまとめられ

た？」 

（職員）「そうです。全部のカルテを見ないといけないので、長いと 3、4 日のときもあ

る」 



膨大な書類を確認しながら、認定すべきかどうかの意見をまとめなければなりません。名

古屋市は特に細かく分けて判断を示しています。 

 
（山田さん）「因果関係あり、因果関係不明の中でも肯定的・中立的・否定的・因果関係

なし。この 5段階で意見をつけています」 

（大石）「5段階で市としての濃淡をつけて意見を国に送る？」 

（山田さん）「おっしゃる通り」 

（大石）「出した意見が国に反映されていると思う？」 

（山田さん）「なかなか難しいところ。確認をしているわけではないが、やはり国の判断

で決められているなという印象はある」 

 

「元の体に戻りたい…」患者の思いは 

副反応の問題が依然残されている新型コロナワクチン。これは将来、薬害となる恐れはな

いのか。 

8 月 26 日は「薬害防止の日」で、厚労大臣が過去国が引き起こした薬害の患者たちと対



面しました。そこには、新型コロナワクチン患者の会も。 

「元の体に戻りたいです、元の生活がしたいです」 

立ち去る大臣に、訴えかけます。 

 

（新型コロナワクチン患者の会 木村瑞穂代表） 

「患者たちの思いが届かない。無力感がすごいです」 

（大石） 

「新型コロナワクチン患者の会は、全国の被害者団体の中には入ることができていませ

ん。ただ、代表としては同じ薬害だと思っていますか？」 

（木村代表） 

「薬害だと思っています。私自身もそうですし、既に兆候があったのにもかかわらず止め

るような動き、接種をこの方には打ってはいけないとか、そういう動きも一切なかった。

健康被害を防ぐためにワクチンを安全に使おうという意思を感じない。（だから）私は薬

害だと思っています」 

（新型コロナワクチン患者の

会 倉田麻比子さん） 

「元の生活がしたいし元の体

に戻りたいので、助けてほし

いということを直接お伝えし

たかったです」 

（大石） 

「その思いは届いた？」 

（倉田さん） 

「あの目だとちょっと…」 

 

 

 



 

副反応・死亡報告のほとんどが「評価不能」 

患者たちの声は届いたのか。午後 5時を過ぎた厚労省前には、自分たちの窮状を厚労省に

向かって訴えるため、薬害の各団体の患者・支援者らが続々とやってきました 

 

（大石） 

「厚労省の入り口すぐ脇には、過去の薬害を反省した上で、二度と繰り返してはいけない

という“誓いの碑”があります。きょう昼過ぎには、その前で集会が行われましたが、大

臣は淡々と業務をこなしているように見えました。 

大臣が立ち去った時に新型コロナワクチン患者の会が、自分たちの思いを訴えました。距

離からして確実に耳には届いていたと思うんですが、大臣の心には届いていないような印

象を持ちました。新型コロナワクチンはとにかく被害者が多いので、原因究明・救済をし

っかりしてほしいと思います」 

副反応を訴えたケースのほとんどを「評価不能」、わからないと結論づけている国。国策

で接種を進めた以上、積極的な救済は当然ですが、根本的な原因究明に取り組むことも同



様に重要な課題です。CBC テレビ「チャント！」2025 年放送より 

【“ワクチン後遺症を考える” これまでの記事】 

▼新型コロナワクチン接種後に急死…  検視をしても原因不明 医師が注意呼び掛ける

“ある副反応” 

▼新型コロナワクチンを打っても“未接種扱い”に 厚労省「理由は不明だが意図的なも

のではない」 突如データ“修正” 

▼波紋広がる 厚労省のずさんなデータ分類 不可解な修正 食い違う主張 

▼新型コロナワクチン接種 5分後に 「手足がビリビリと痺れて…」 厚労省の現場職員

“データ修正”認める 

▼体温計に残された 41.5 度の表示 ワクチン接種後に 39 歳息子が死亡 「検視時の体温が

非常に高かった、普通じゃ考えられない」 

▼「溺れるように苦しくて」 新型コロナワクチン接種 13 分後にアナフィラキシー 突然

膝から力が抜け歩くこともままならず 

▼浴槽に沈んでいた 13 歳の息子 新型コロナワクチン接種数時間後に急死 因果関係は

“評価不能” 

▼「娘の顔が分からない」 5 回目のワクチン接種後に起きた“異変” 震えが止まらず発

熱・記憶障害も… 当然とされた医療従事者の接種 

▼顔中に赤黒い内出血が… 手足も膨れ上がる 新型コロナワクチン接種後に夫が難病を発

症し死亡 「検証されないと無駄死に」 

▼「私は歩けないんです。排せつができないんです」 新型コロナワクチン接種後に“下

半身不随”の男性 国の結論は“評価不能” 

▼「接種後 首に痛みが…」 “ワクチン後遺症”教える大学教授 当事者になって知った

救済制度の高い壁 

▼高校 2年の夏休みに… 新型コロナワクチン接種後“原因不明の疾患” 副反応の救済申

請を自治体は 1年半放置していた 

▼「元の体に戻りたい」「薬害だと思っている」 “新型コロナワクチン後遺症”に悩む患

者たち 救済されずかさむ医療負担 


